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菱
毒
の
被
害
者
の
特
定
権
利
利
益
で
あ
つ
て
そ
の
存
統
期
間
が

満
了
�
で
あ
る
も
　

，
の
を
保
全
し
、
又
は
当
該
特
定
権
利
利
益
で

あ
？
て
そ
の
存
統
期
間
が
既
に
満
了
し
た
も
の
を
回
復
さ
せ
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
章
非
常
災
害
発
生
回

か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
成
令
で
窟

め
る
口
【
扶

‥下

「梃
」
班
綱
」
と

い
う
ゼ

を
限
π
ｔ
ｔ
４
、

こ
れ
転
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
延
長
す
る
措
置
を

と
＆
こ
と
が
一
と
る
。

．
．

≡
ｉ
＝
峙
一
．
」
　

一イ
　
ぃ

一　
ギ
ト
令
喧
数
づ
く
行
政
庁
の
処
分

、特
定
非
常
災
曽
熟
生
日

以
前
に
行

っ
た
も
分
に
障
る
。
）
に
よ
り
付
与
ミ
れ
た
機
和

で
の
他
の
利
益
で
あ
つ
て
、
そ
の
を
統
期
間
が
特
定
非
常
崇

誨
発
生
口
舛
資
に
満
了
す
る
～
分
　
．　

　

，

，
汁
　

．

手

，法
令
Ｅ
基
づ
き
何
ら
か
の
利
益
を
付
与
す
る
処
分
そ
の
他

中の
一Ｔ
為
を
当
骸
行
為
に
係
る
権
限
を
有
す
る
行
取
機
関

（国

の
行
政
機
関
及
び
こ
れ
ら
に
置
か
れ
る
機
関
並
び
に
地
方
公

共
団
体
の
機
関
に
限
る
。
）
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

で
あ

っ
て
、
そ
の
存
統
期
間
が
特
定
非
常
災
善
発
生
日
以
後

・に
満
了
す
る
も
の

．　

！
　

�

２

・前
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置
は
、
告
示
に
よ
り
、
当
該

措
置
の
対
象
と
な
る
特
定
権
利
利
益
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条

項
ご
と
に
、
地
域
を
単
位
と
し
て
い
当
該
措
置
の
対
無
者
及
び

当
該
措
置
に
よ
る
延
長
後
の
満
了
日
を
指
定
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
結
置
の
は
か
、
同
項
第

一
号

の
行
政
庁
又
は
同
頭
捧
二
号
の
行
政
機
関

（次
項
に
お
い
て

，

「行
政
庁
等
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
で

尾
貯
非
榎

審
浄
訴

急
離
益

寸
＝
中醇
坤
雑
辞
徽
図
お
た
め
の
特
別
措
置
に

Ｉ
Ｉ

Ｉ
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咤
耀
射沖押弾瑚
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一
催
犀
芽
常
擬
嘗
り
被
嘗
暗

子の
雅
莉
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め

あ
っ
て
、
そ
の
特
定
推
刊
利
益
に
つ
い
て
保
全
又
は
回
復
を
必

要
と
す
る
理
由
を
組
載
し
だ
轡
面
に
よ
り
満
了
日
の
延
長
の
申

鐸
一虚難
寿譜
鵡
蜘識
幣
堤
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一
わ
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却
中
学
警
糀
削
段

や
止

！‐め
ｐ
め
る
屯
き

】
項
二

都
改
正

〔平
成

一
〕
年

一
言
月
法
律

一
六
〇

一号
〕

―…
　
　
　
　
　
　
　
≡
　
ケ

（期
限
内
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
滋
溶
に
係
る
典
貢
に
関
す
る

種

）
　
　
　
　
　
　
一

「・
・一̈
・
一　
一
．
．　

　̈
　
‐

第
四
条
　
特
定
非
常
災
審
発
生
回
以
後
に
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い

る
履
行
期
限
が
到
来
す
る
機
漸

（以
下
Ｌ
特
定
鶴
務
；
と
い

う
。
）
で
あ

っ
て
、
特
定
非
常
災
書
に
よ
り
当
該
履
行
期
限
が

到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の

不
履
行
に
係
る
行
政
上
及
び
刑
事
上
の
資
任

（過
料
に
係
る
も

の
を
含
む
。
以
下
単
に

「責
任
」
と
い
う
。
）
が
関
わ
れ
る
こ

＝
桜
那
や建
拍
鯨
確
構
お極

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
冷
を
ｔ
こ
ｔ
公
布
す
る
。

”
　

窪

藩

善

の
警

言

霜

製

凛

争

議

る

一　
　
　
た
め
の
特
捌
措
量
に
関
す
嗚
蟷
準
　
　
　
一

（運
置
）

線

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
特
定
事
曽
舞
密
の
被
告
者
の
権
利
利
益

”　
の
保
全
等
を
画
る
た
め
、
特

一
定
非
常
災
書
が
発
生
し
た
場
合
に

”　
お
け
る
行
政
上
の
ね
利
利
益
に
係
る
満
了
耳
の
延
長
、
履
容
ｉ

れ
な
か
っ
た
義
務
に
係
る
先
資
卜
法
人
の
破
底
手
続
開
始
の
注

定
の
特
例
、
良
寧
調
停
法

（昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十

¨

・
毒
だ
竜
澤
写
立
あ
霞
桝
親
￥
に
疑

準
法

（
寵
加
二
十
二
年
法
律
第
二
百

一
号
）
及
び
最
塩
法

一

（平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
に
よ
る
応
忠
仮
設
住
宅
２
存

イ
一緩

衡

の
衛

腔

つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
負

一
一・　
　
ポ
粂
キ
一
部
改
正
〔子

，
Ｉ
ハ年
六
月
法
律
七
六
号
。
中

一，ヽ中すオ一』癖“及びこれｒ対レ適用す，き鋒置の転

“
定
）
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〓
　
　
　
　
中

¨
・　
　
一

営
乗

者
と

尋

客

摯

な
毒

等

露

ぞ

、
謝

イ
非
常
嚢
害
の
．被
害
者
の
行
政
上
の
権
利
利
益
の
保
全
等
ど
阻

一　
り
．
又
は
当
該
非
常
災
害
に
ｒ
り
使
務
連
過
と
な
っ
た
法
人
の

存
立
、
当
骸
葬
常
災
普
に
起

・因
す
る
橿
事
に
関
す
る
紛
争
の
迅

一
漂

冑
毒
緯
警

★
韓
甚
鷲
善

繰
梶
急
伝

亮
鶉
幾
鍵
”舞
群
【雄艶
輯

」
に
は
、
当
舷
非
常
衷
害
を
特
定
非
常
災
書
と
し
て
政
令
で
指
定

害
発
生
日
か
ら
通
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
角
貢
に
係
る
期
限

（
以
下

「免
責
期
限
一
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
角
董
期
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
い
免
責
期
限
が
到

来
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
冠
行
期
限
が
到
来
す
る
特
定
義
務
が

弟
真
期
限
が
到
柔
す
る
日
ま
で
に
履
行
さ
れ
た
と
．き

は
、

当
該

特
定
義
務
が
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
責
任
は
間
わ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
免
証
期
限
が
定
め
ら
れ
た
後
、
前
二
項
に
定
め
る
免
責
の
措

置
を
免
受
期
限
が
到
来
す
る
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に

継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
露
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政

令
で
、

特
定
義
務
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
、一
新
た

に
、

一当
該
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
策
に
係
る
期
限

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
は
、

こ
の
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。　
　
■
・　
■

４
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
↑
特
定
義
務
が
災
密
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で

に
願
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
他
の
法
令
に
別
段
の
定

め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（傾
務
超
過
を
理
由
と
す
る
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の

特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
五
条
　
特
定
非
常
災
密
に
よ
り
そ
の
財
巌
を
も
つ
て
披
務
を
弟

済
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
法
人
に
対
し
て
は
、
第
二
条

第

一
項
又
は
第
二
項
り
政
令
で
こ
の
条
に
定
め
る
措
置
を
指
定

す
る
も
の
の
施
行
の
日
以
後
特
定
非
常
災
曽
発
生
日
か
ら
起
算

転
鞣鵡
蘇輻
鵡
叢
・一一擁
振
ｔ弩
と
二

一当
嵌
特
定
非
常
菱
著
が
発
生
し
た
日
を
特
定
非
常
災
曽
発
生
日

と
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
政
争
に
お
い
て
は
■
次
条
以
下
に
定
め
る
措
置
の
う

ち

・当
嵌
特
定
非
常
災
書
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
指
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
骸
指
定
の
後
、

新
た
に
そ
の
余
の
捨
歴

を
適
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
を
庄
令
で
迫

加
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（行
監
上
の
ね
劇
利
益
に
係
る
満
了
計
の
斑
長
に
関
す
る
錯

置
）
　
　
　
　
　

　ヽ
　
　
　
　
　
・

十
人
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る‥
埒
合
を
含
む
。）
若
し
く

は
国
蕪
行
想
組
織
強

（編

‥和
三
十
三
中
法
律
第
百
二
土

，
）
第

十
二
条
第
一
椒
着
し
く
は
第
十
二
築
第
一
一
の
■
令
若
し
ぐ
」

内
閣
府
殴
亜
濱
第
七
条
第
五
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
第
六
項

着
し
く
は
富
内
庁
法
肇
八
条
第
二
項
一
し
く
は
国
蕪
行
取
組
幾

法
第
十
四
条
第

一
項
の
告
示

（以
下

「法
令
■
と
い
う
と）
４

施
行
に
関
す
る
事
務
を
所
管
す
る
国
の
行
政
機
四
（内
閣
府
、
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２
　
改
革
関
係
法
等
の
施
行
の
際
現
に
法
令
の

の
国
の
機
関
に
対
し
て
さ
れ
で
い
る
申
請
、

規
定
に
よ
り
従
前

届
出
そ
の
他
の
行

為
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
は
か
、
改
革
関
係

法
等
の
施
行
後
は
、
改
革
関
係
法
等
の
施
行
後
の
法
令
の
相
当

規
定
に
基
づ
い
て
、
相
当
の
国
の
機
関
に
対
し
て
さ
れ
た
申

請
い
層
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

し
て
二
年
セ
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
口
ま

で
の
出Щ

工軽
辱
〓
穏
脚
始
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
し
い
そ
の
法
人
が
、
精
算
中
で
あ
る
場
合
、
支
払
を
す
る

こ
と
が
で
を
な
い
場
合
又
は
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
た

場
合
は
デ
こ
の
保
つ
で
な
い
ｉ，
」
・
・
■
士

一　
　
　
　
‐
■

２
■
裁
判
所
は
、一
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が

あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
デ
前
項
の
規
定
に
よ
つ
そ
の
法
人
に
対

ｉ
し
て
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
を

は
、
当
賊
決
定
を
留
保
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
係
る
法
人
が
支
抵

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
と
き
、
そ
の
他
同
項
の
規
定

に
よ
る
決
定
を
す
べ
き
第
一
項
に
規
定
す
る
事
憎
賠
つ
い
て
変

更
が
み
つ
た
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
いｔ
の
決

定
を
取
．併

消
事
と
と
が
で
き
る
。
　
ｉ
∴
ィ
ｔ
・
注
∴

【
い

４
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立

て
る
こ
と
が
で
と
な
い
。　
　
　
一∴

卜
‐ｌｉ
ｉ
■
ｉ
イ
≡
．■
．
；̈

５
　
第
一
項
本，
文
の
法
え
の
理
事
叉
は
こ
れ
卜
職
ゞ
る
浄
は
、
一符

定線
争
蟄
科
夕
駐
無
争
髭
密
＆
許

ま
で
の
関
一
他
の
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
法
人
に

（員
事
閉
俸
法
に
甘
る
枷
を
の
算
立
て
の
手
数
料

‐の特
例
ｔ
開

す
る
措
置
）
ｉ
　
¨
君　
　
　
　
　
・れ

，
　

■

一，　
・
　
・

．

第
六
条
　
特
定
非
常
災
善
に
よ
り
借
地
倍
蕪
関
係
そ
の
他
の
民
事

と
の
法
律
関
係
に
著
し
い
温
乱
を
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
区

と
し
て
政
や
で
定
め
る
も
の
に
特
定
非
常
災
曽
発
生
日
に
お
い

て
住
所
ｒ
層
所
い
営
業
所
又
は
事
務
所
を
有
じ
て
い
た
者
が
、「

当
該
特
定
非
常
挺
書
に
増
四
す
る
氏
事
に
関
す
る
紛
争
に
つ

き
、

中特
定
非
常
災
書
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
書
発
生
日

”か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
田
お
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
ま
で
の
関
に
、
罠
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
で
を

す
る
場
合
に
は
、
員̈
事
訴
訟
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